
 

 

 

 

みんなが主役 
５月８日、業間で運動会の結団式がありました。６・５年生が中心となり全校児童

を動かしました。白団団長の松田いちのさん、赤団団長の永田ごうさんがそれぞれ団
長の決意を自信を持って大きな声で堂々と発表し、団長としての自覚を感じさせてく
れました。６年生が立派だとよい手本となることはもちろん、みんなが安心して行動
に移ることができます。リーダーシップの必要性を再認識させてもらいました。 
今年の運動会のテーマは、 

 
 
 
 
です。１年生から６年生までの１１９人、一人一人が主役です。自分が持っている力
を精一杯出し切れば、１００点満点です。熱中症等に気を付けながら、勝つことの喜
びや負けたときの悔しさなど、みんなで取り組む運動会でしかできないことを体験し、

達成の喜びを自
信に変えていっ
て欲しいと思い
ます。今から当
日がとても楽し
みです。 

かわいいお客様、今年も！ 
５月１３日（水）の４時間目、校長室へかわ

いいお客様が来室されました。２年生のお友達
です。国語の授業で「働く人の仕事調べ」があ
るとのことで、校長へのインタビューに来てく
れました。①きついこと ②いやなこと ③な
りたかったこと ④どんな仕事をしています
か？等を質問してくれました。①に対しては
「ありません！」②に対しても「ありません！」
③に対しては、「ウルトラセブン」④に対して
は、「子どもたちが笑顔で過ごせる学校づくり。そのために先生達や保護者・地域の
方々との良好な人間関係を築くことを特に意識して学校運営に当たっております。」
と真顔で答えました。２年生のお友達は、とても素直ですから、私が言ったことをき
ちんとメモにとっていました。管理職となりもう９年以上担任業務から離れています。
担任をしているときは、クラスの目の前にいる子どもたちへの対応で精一杯でしたが、
校長という立場で子どもたちと接すると俯瞰して見ることができ、子どもたちが天使
のように見えます。私は小学生・中学生の頃、校長室に入ったことはありません。校
長先生としゃべったこともありません。今とは学校や児童と教職員の関係性も違って
いたのかもしれません。私は今、校長ですが子どもたちと関われる環境を各職員がつ
くってくださるので、とてもありがたく感謝しています。子供が好きで選んだ職業で
す。管理職になっても子供に関われることは、とても幸せなことです。 
かわいいお客様、今年もありがとうございました！ 
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全員主役！ 
～力をあわせ三角の意地を見せつけろ!!～ 

かわいいお客様 
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